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Summary 
This experiment was conducted to examine the influence of th巴foamymat巴rialon fer-
tilizing capacity of sem巴nin the Japanese quail, Gatun山 coturnixJaponica, by means of 
artificial insemination. A mixture of 10 μl semen and 20 mg foamy material for each 
female was inseminated into 7 hens in the exp巴rimentalgroup, while for the control group 
only 10 μl of semen was used as inseminating material. 
The efficiency between the two collecting methods of semen from the Japanese quail 
was compared. The two methods used were the mating method designed by the authors 
and the modified Burrows and Quinn’s method (the massage method). Evaluation of 
the two m巴thodswas bas巴don the following巾 ms;frequency of吋aculation,purity of 
semen, semen volume and motility. The results obtained were as follows: 
1. On the frequency of semen吋aculationobtain巴dby the mating method and the 
massage method, the former showed 94.6%, the latter 85.7%. The rate of semen purity 
was 97.1 % in the mating method, and 77.5% in the massage method. The semen volume 
of the mating method was about three times that of the massage method and no difference 
was observed in sperm motility between the two methods. So we can recommend the 
mating m巴thodfor obtaining more and clearer semen at a high frequency. 
2. There was no significant difference in fert出tylevel between the two groups (47.7% 
vs. 45.8%). Judging from this result, it seemed that the foamy material took no part 
in the fertilizing capacity of sperm, at least, in the hen’s oviduct. 
緒言
日本ウズラ（Coturnix coturnix Japonica）の雄は，性成熟に達して繁殖可能な状態、にまると，そ
の排池腔上唇部が半球状に隆起し内部の腺組織からウズラ特有の泡沫様物質（以下泡と略称）
を分皆、する2,4). この降起bよび泡の分泌は精巣ホノレモンの影響下にあり 7), 交配の際， この泡
は精液とともに雌の生殖器内に移行する2）をどの点から，一種の副生殖腺液としての役割を果し
ているのではないかとも考えられるが， この点についていまだ十分には明らかにされてい念い．
本実験は人工授精法を用い， ウズラ精液の受精能力にbよぼす泡の影響を明らかにする目的で
計画されたが， その際用いた精液採取方法についても若干の検討を行在ったので併せて報告す
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る．
材料および方法
本実験の人工授精に使用したウズラは， j,、よそ20週i始に達した雄ウズラ35羽と20～30週齢の雌
ウズラ14羽であり，これらの雄ウズラは，供試l時に泡の排出を抑え，精液のみを採取出来るよう
に，あらかじめ4～5週齢時に，却下池腔上唇部を外科的に切除されたものであった（Fig.1）.ま
た雌ウズラは，供試前にあらかじめ正常念雄ウズラと自然交配させて受精能力を有することが確
認されたものであった．一方マッサージ法で精液採取を行なったウズラは約60羽で，約12週齢の
正常なものであった．これらの供試ウズラは雄・雌ともに単飼ケージ内で飼育し飼養方法は当
研究室の常法に従った．また照明時間は14時間と定め，飼料と飲水は自由に摂取させた．
人工授精の実施期聞は，昭和46年5月14日から隔日に10団連続して行ない，種卵の採取は，人
工授精の2日後から，最後の注入の3日後まで行をった．集めた卵はただちに温度 101°F に調
整した解卵器に入れ， 4日後に割卵して受精の有無を肉眼的に検査した．
排j世腔隆起部の除去手術法： 4～5週齢に達した健康宏雄ウズラの排il!t腔の左右の末端より
上方 6～8mmのところまで欽で切り，そとからさらに尾坐骨下に向かつて切り進み，ほほ5角
形に皮膚£、よび排r世腔l践の原基と考えられる部位を切除した後，左右の切り口を縫合した．手術
の所要時間は 1羽あたり 4～5分で，2～3日後には傷は治癒しその後の成育に異常は認めら
れ念かった． また手術の直接的な影響で死亡したと思われるウズラも出現し念かった．
精液の採取法と注入法： まず， 60×60×60cmのケ ジーを1個用意しこの中に14Ei>＇よび雌
ウズラを 1 羽ずつ同 11－.~＇に入れると維はただちに交配動作を と る ． ここで手早く 雄を雌より離し
そのjJ：池腔下部を左手の税指と人差指でつまむようにして怪〈正迫すると phullusは反1去・露出
して淡黄色の精液が漏山するので，これを右手に保持した小型のへラですくい取った（Fig.2 .:b、
よびFig.3）.精液採取所要時間は1羽あたり20～30秒であった（以下この方法を交配法と称する）．
人工授精を開始する前に，本実験に使用する雄ウズラの約半数より 2日関連続して上記交配法に
より射精せしめ， 0.1mlのピペットで吸引してその量を測定し肉眼で血液，糞念どの混入の有
無を調べた．また，常法により精子の活力を測定し併せて異常精液を検出した．血球計算板等
による精子濃度の算定は，精子が稀釈液中でしばしば凝集したため実施しなかった．マッサージ
法は池田の方法を用い，約60羽の雄ウズラより 2日関連続して精液を係取したが，測定項目は交
配法による場合と同様であった．
人工授精に用いた注入器は， lccのツベノレクリン用注射筒の先端に長さ約 25mm，内径 ll～ 
1.2 mmの毛細ヘマクリット管を接着剤で固定したものを用いた （Fig.4). 供試ti'J液は3～4羽
分を採取してl時計皿にプーノレし，よく撹持した後，その精液を2本の注入部に 10μlずつ吸引し
て雌のj鹿内に注入した（Fig.5）.そのl祭実験区には約 20mgの泡をあらかじめ入れてj,、き， と
もに注入し対照区には精液のみを注入した．人工授精の所要｜時間は， ~i~液採取開始から注入完
了までbよそ 120秒であった．
結果および考察
射精頻度と精液性状： マッサージ法bよび交配法により得られた射精頻度と精液性状の結果
を示すと Tablelのとbりである．マッサージ法による射精の頻度は85.7~ぢであり天野ら 1）の
得た結果とほぼ同様の値が示されたが，との方法で採取した精液中には血液，糞IJ;らびに泡の混
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Table 1. The comparison of the frequency of ejaculation and semen quality obtained 
by the massage method and the mating method. 
I No. of No. of semen with Method of collection I No. of trials ejaculations high purity low purity <1 
Massage method 119 102 (85. 7) <2> 79(77.5) 23(22.5) 
Mating method 37 35 (94. 6) 34(97. 1) 1 ( 2.9) 
(1) The low purity of semen means the contamination with blood, feces and foamy materials. 
(2) Numbers in parentheses show percentage. 
入が多く，良質精液の割合は7.596であった．一方，交配法では射精頻度と良質精液の割合はそ
れぞれ94.696と97.Hちであり，マ ッサージ法に比較してすぐれた結果が得られた．採取された精
液は，雄鶏のそれと異なり，色は淡黄色を呈し，粘度高く ，うすいクリ ーム状で，種々の濃度の
食塩水や pH7.4の phosphatebuffer 中でしばしば凝集し強振しでも容易に遊離し念いもの
があるをど特異な性質が観察された．肉眼的に観察したところでは，両方法によって採取された
精液の濃度，色まどに差は認められまかった．
精液量と活力： マッサージ法と交配法によって採取した精液の精液量bよび活力は Table2 
に示す．精液量は，マッサージ法によると平均 5.5μlであったのに対し交配法では平均 16.9
Table 2. Semen volume and sperm motility obtained by the massage method 
and the mating method. 
Method of colection 
Massage method 
Mating method 
No. of trials Ol 
79 
34 
(1) Contaminated semen was not used as a test material. 
(2) Mean±Standard deviation. 
Semen volume 
(μI) 
5.5土2.7＜幻
16. 9±7. 1 
Motility rate 
(0 5) 
3. 1 
3.3 
μlと約3倍もの精液が得られ，活力には差が認められなかった．マッサージ法による採取精液量
については， WENTWORTHら11）は 10μl，天野ら1）は 7.3μlであることを報告してふ、り，本実
験のマッサージ法の結果に比較して若干多いようである．池田3）はマッサ ジー法で採取した精液
法に改良におpいて精子の活力が全くないものを見出しこの原因が採取法にあるものと推定しマ
ッサージの余地があるととを示唆している． しかしながら，本実験にふ、いてもマッサージ法，交
配法のいずれの方法で精液を採取しても，前述のよう念異常精液が数回見い出された．
以上の結果から，交配法は射精の頻度，精液性状まらびに精液量に関してマッサージ法と比較
してすぐれた精液採取法であると考えられた．こ のこ とは，交配法は一種の横取り法であり，自
然交配にもっとも近い状態で精液が採取されるためではまいかと思われた．
受精率： Fig. 1 :1＇よび Table3はウズラ精子の受精能力にお、よほす泡の影響を追究する目的
で行なった人工授精の結果である．精液と泡を同時に雌のH室内に注入した実験区にお、ける受精率
は47.796，精液のみを注入した対照区では45.896で両区聞に有意念差は認められなかった． ウズ
ラの人工授精については， WENTWORTHらuJ, MARKSら6l, LEPOREらめが雄ウズラよりあ
らかじめ泡を搾り出しその後マッサージ法で精液を採取し子宮内またはE室内に注入し， 7096
内外の良好ま結果を得ている．また TAJIand lKEDA9Jは，自然交配後雌の生殖器より泡の混入
した精液を押し出しこれを人工授精して77～8796という高い受精率を得ている． しかしその後
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Fig. 1. Fertility patterns of Japanese quail after intravaginal insemination in the two groups. 
0 : infertile X : fertile ⑤：broken egg 
(1) A mixture of 10 μl semen and 20 mg foamy material per hen was used as insemi-
nating material for this group. 
10 μl of semen only per hen was used as inseminating material for this group. 
The insemination was carried on every other day and was repeated 10 times. 
(2) 
(3) 
The comparison of fertility level and egg production rate in the two groups. 
卜o.of中 ailsI恥 ofe鎚sI陥oof免rti
I 7 I 山｜ 日I 47. 7 I 
7 133 I 61 45. 8 
Fertility was calculated for period between the second day after the first insemination and the third 
day after the last insemination. 
Table 3. 
Groups 
79. 2 Experimental group 
95.0 Control group 
(1) 
池田3）はマッサージ法で採取した精液を用いて人工授精を試みたが，非常’に受精率は低かったと
報告している． 本実験では両区とも高い受精率は得られていないが， 著者らが行念った別の実
験（未発表）では注入間隔は異まるが，受精率は7096以上であった． このことから，供試ウズラ
の日齢，注入精液量念らびに注入間隔についてはさらに検討が必要であろう．
泡の機能については， COILら4）は，雄の交尾器官が雌のl箆内に挿入される際にj間滑剤として働
いているのではないかと述べているが， 実験的ま裏付けがをしまた IKEDAら2）は，雄鶏の透明
液8）に相当するものではをいかと報告しているが，泡は透明液と異在る点も多い．
本実験の結果からは，少をくと も雌の生殖器内に.：h、いて，泡が精子の受精能力に大きを影響を
与えているとは考えられまかった．
また人工授精に使用した.dtiウズラの産卵率は，精液に泡を加えた実験区で低下の傾向が見られ
たが，休産した雌ウズラ を交替させたところ，その後は産卵率が回復したので， この休産ウズラ
の発生は偶発的念ものと思われた．
約
本実験は著者らにより考案された新しいウズラの精液採取法すまわち “交配法”で得られた射
精頻度，精液性状，精液量を従来のマ ッサージ法を用いた場合のそれと比較し，さらに，雄ウズラ
の排池腔腺より分泌される泡沫様物質の生理的意義を明らかにするために人工授精法を使用して
実験を行なった. 2～ 3羽分の精液を交配法により採取してプーノレし， 実験区には 10μlの精液
要
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に泡 20mgを加えたものを，対照区には同量の精液のみをそれぞれ雌の燈内に注入した．雌ウ
ズラは両区とも 7羽ずつで計14羽であった．得られた結果は次の通りであった．
1. 交配法による射精頻度は 94.6~ちであり，マッサー ジ j法の 85.796に比して高かった．また
血液， 糞，泡などが混入しをい良質精液の採取率は，前者が97.1;ちであったが，後者は7.596と
低かった．精液量は，前者は後者のそれの約3倍であった．活力に関しては差が見られなかった．
以上の結果により，交配法はマッサージ法よりも精液採取の成功率が高く，精液性状もすぐれ，
精液量が格段に多い念ど良好念採取法と思われた．
2. 人工授精の結果，受精率は実験区47.796，対照区は45.896であり両区聞に有意な差は見ら
れず，泡は雌の生殖器内では直接的に，ウズラの受精機構に関与しているとは思われなかった．
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Fig. 2. The bottom of normal (leれ） and operated (right) 
quail, lucking cloacal protrusion surgicaly. 
Fig. 3. The ejaculation of semen by squeezing the cloacal-vent 
with two自ngers.
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Fig. 4. Scooping of semen with a pen-holde1 spoon. 
↓ 
Fig目 5.The inseminating syringe which contains the foamy material. 
a: A vinyl tape, width length 3.1 mm. The amount of semen 
absorbed under the vinyl tape is10 μl. 
b: A hemacrit tube, I巴ngthabout 25 mm, diam. 1.1-1.2 mm. 
c: A tuberculin syringe of 1 cc. 
Fig. 6. Artificial insemination of quail hen. 
